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　3月15日、西会津高校の合格発表が行われ、 
受験生に新たな「春」が訪れました。 
　正午、合格者一覧表が掲示されると、受験生 
が一斉に集まり、受験番号を探しました。 
　番号を見つけた受験生からは、「あった」と 
いう歓声とともに笑みがこぼれていました。 

難関乗り越え 春が来た！ 
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真の豊かさを実感できるまちづくり 
  

  

                  農
業
の
振
興
―
―
 

 
 
健
康
な
土
づ
く
り
の
推
進
は
、
 

　
推
進
員
の
養
成
、
地
産
地
消
、
高
 

　
付
加
価
値
農
作
物
の
生
産
と
い
う
 

　
点
で
一
定
の
成
果
を
見
ま
し
た
。
 

 
 
ま
た
、
昨
年
度
に
整
備
し
た
耐
 

　
雪
型
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
で
は
、
冬
期
 

　
間
の
農
作
物
栽
培
が
実
証
さ
れ
た
 

　
こ
と
か
ら
、
も
う
一
棟
増
設
し
、
 

　
「
通
年
農
業
の
確
立
」
へ
向
け
活
 

　
用
し
て
い
き
ま
す
。
 

 
 
本
年
度
は
、
商
業
団
地
内
に
オ
 

　
ー
プ
ン
す
る
複
合
施
設
を
ミ
ネ
ラ
 

　
ル
農
産
物
販
売
の
拠
点
と
し
て
、
 

　
女
性
起
業
家
を
育
成
し
な
が
ら
、

　
ミ
ネ
ラ
ル
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
 

　
を
進
め
ま
す
。
 

                   
 
そ
の
た
め
に
、
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
 

　
普
及
会
や
中
核
農
家
等
に
よ
る
栽
 

　
培
普
及
促
進
は
も
ち
ろ
ん
、
構
造
 

　
改
革
特
区
の
導
入
、
生
産
組
織
の
 

　
育
成
な
ど
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
 

　
「
生
産
性
の
向
上
と
拡
大
」
を
目
 

　
指
し
ま
す
。
 

 
 
平
成
十
四
年
度
に
決
定
し
た「
米
 

　
政
策
改
革
大
綱
」
に
よ
り
、「
売
れ

　
る
米
づ
く
り
」
が
重
要
と
な
っ
て

　
き
ま
す
。
本
町
の
農
業
は
、
稲
作

　
の
依
存
度
が
高
い
こ
と
か
ら
、
安

　
定
し
た
経
営
を
確
立
す
る
た
め
に

　
も
、
ミ
ネ
ラ
ル
栽
培
に
よ
り
、
安

　
全
・
安
心
で
、
競
争
力
の
あ
る
米

　
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
 

 
 
中
山
間
地
域
の
農
業
の
維
持
と
 

　
地
域
活
性
化
の
た
め
に
、
平
成
十

　
六
年
度
が
最
終
と
な
る
「
中
山
間

　
地
域
等
直
接
支
払
制
度
」
の
継
続

　
を
国
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。
 

 商
工
業
の
振
興
―
―
 

 
 
商
業
団
地
に
完
成
し
た
複
合
施
 

　
設
を
中
心
に
、
商
業
団
地
と
既
存
 

　
商
店
街
が
連
携
し
た
魅
力
あ
る
商
 

　
店
街
づ
く
り
に
向
け
、
支
援
を
行
 

　
っ
て
い
き
ま
す
。
 

　
　
ま
た
、女
性
起
業
家
や
Ｉ
Ｔ（
情
 

　
報
通
信
技
術
）
を
活
用
し
た
起
業

　
家
の
育
成
を
進
め
る
ほ
か
、
総
合

　
的
な
見
地
か
ら
の
雇
用
創
出
と
地

　
域
経
済
活
性
化
を
図
る
た
め
、
健

　
康
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

　
始
め
と
す
る
新
た
な
産
業
の
創
出

　
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
 

 マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の
ま
ち
づ
く
り
―
―
 

 
 
二
十
一
世
紀
の
高
度
情
報
化
社
 

　
会
に
対
応
す
る
た
め
、
ケ
ー
ブ
ル
 

　
テ
レ
ビ
を
活
用
し
て
町
独
自
の
イ
 

　
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
事
 

　
業
を
開
始
す
る
な
ど
、
情
報
通
信
 

　
基
盤
の
整
備
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
 

 
 
平
成
十
六
年
度
も
、
Ｉ
Ｔ
を
活

　
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
ケ

　
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
網
な
ど
の
情
報
通

　
信
基
盤
を
さ
ら
に
有
効
活
用
し
て

　
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
と

　
と
も
に
、
企
業
の
研
究
機
関
や
ベ

　
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
誘
致
を
進
め
て

　
い
き
ま
す
。
 

●ミネラル農産物による農業の振興 
　●複合施設を中心とした 
　　　　　　魅力ある商店街づくり 
　　●ケーブルテレビ網を活用した 
　　　　マルチメディアのまちを推進 

▲土づくり推進員養成講座より 

　現在、経済や社会、行政などの様々な制度が時代の変化に対応できず、行き詰まりを見せて 
いることから、社会全体が改革の時期を迎えています。 
　このような中、本年７月１日に町政施行50周年を迎える本町においては、『すべてにやさし 
い健康のまち　にしあいづ』の理念のもと、常に新たな発想で町民の要望に的確に対応したま 
ちづくりを進めてきました。 
　平成16年度も、引き続き町民１人ひとりの視点に立った町政運営を基本姿勢として、少子化 
や市町村合併、そして三位一体改革の問題などの課題に全力で取り組みながら、本町の持つ高 
い可能性を最大限に引き出し、真の豊かさを実感できるまちづくりを進めていきます。 

平成１６年度町政執行基本方針 

真の豊かさを実感できるまちづくり 

●
　

豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
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●生涯学習による人づくり 
　●生涯スポーツによる健康づくり 
　　●時代に応じた学校教育 
　　　●創造性を育む交流事業 

●
　

生
き
が
い
の
あ
る
町
づ
く
り
 

　　　　●快適な生活基盤づくり 
　　　●安全で快適な生活環境づくり 
　　●トータルケアの推進による 
　　　　　　　　　　健康寿命の延伸 
●安心して暮らせる福祉のまちづくり 

●
　

住
み
よ
い
町
づ
く
り
 

               生
涯
学
習
の
充
実
―
―
 

 
 
町
民
の
み
な
さ
ん
の
学
習
意
欲
 

 
に
応
え
る
た
め
、
生
涯
学
習
セ
ン
 

 
タ
ー
と
し
て
の
機
能
を
持
つ
西
会
 

 
津
中
学
校
を
積
極
的
に
活
用
し
、
 

 
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
 

 
も
が
」
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
環
境
 

 
づ
く
り
を
進
め
、
人
間
性
豊
か
な
 

 
人
づ
く
り
と
地
域
社
会
の
活
性
化
 

 
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
 

 
 
情
報
化
や
国
際
化
へ
の
対
応
は
、
 

 
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
の
開
催
や
ケ
ー
 

 
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
よ
る
放
送
大
学
の
 

 
情
報
提
供
等
で
進
め
て
い
き
ま
す
。
 

 生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
―
―
 

 
 
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
が
、
健
康
寿
命
 

 
の
延
伸
や
健
全
な
地
域
社
会
づ
く
 

 
り
だ
け
で
な
く
、
町
民
の
交
流
・
 

 
親
睦
に
も
大
き
な
役
割
を
果
し
て
 

                
い
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
な
る
普
及
、
 

 
拡
大
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
 

 学
校
教
育
―
―
 

 
 
課
題
の
把
握
と
研
究
に
よ
り
、
 

 
個
人
や
習
熟
度
に
応
じ
た
教
育
の
 

 
充
実
を
図
り
ま
す
。
 

 
 
ま
た
、
児
童
生
徒
の
自
主
的
に
 

 
学
習
す
る
力
を
伸
ば
す
と
と
も
に
、
 

 
国
際
社
会
へ
対
応
で
き
る
よ
う
語
 

 
学
教
育
の
充
実
に
努
め
な
が
ら
、
 

 
基
礎
学
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
 

 
 
情
報
化
社
会
に
は
、
パ
ソ
コ
ン
 

 
機
器
等
の
整
備
や
指
導
者
の
充
実
 

 
を
図
り
、
対
応
し
て
い
き
ま
す
。
 

 児
童
生
徒
の
交
流
事
業
―
―
 

 
　
児
童
生
徒
の
豊
か
な
人
格
形
成
 

 
の
た
め
、
引
き
続
き
交
流
事
業
を
 

 
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
 

                  ト
ー
タ
ル
ケ
ア
の
推
進
―
―
 

 
 
昨
年
開
催
さ
れ
た
「
百
歳
へ
の
 

 
挑
戦
パ
ー
ト
Ⅲ
」
で
明
ら
か
に
な
 

 
っ
た
「
糖
尿
病
」や「
肺
が
ん
」
、
 

 
「
高
齢
者
の
運
動
機
能
低
下
」
等
 

 
の
新
た
な
課
題
。
こ
れ
ら
に
対
処
 

 
す
る
た
め
、
辻
一
郎
東
北
大
学
大
 

 
学
院
教
授
の
指
導
の
も
と
、
健
康
 

 
寿
命
延
伸
へ
向
け
、「
減
量
事
業
」
、
 

 
「
家
庭
血
圧
測
定
事
業
」、「
禁
煙
 

 
事
業
」、「
運
動
教
室
」
な
ど
を
実
 

 
施
し
ま
す
。
 

 
 
さ
ら
に
、
食
生
活
改
善
や
在
宅
 

 
健
康
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
血
圧
 

 
管
理
な
ど
の
保
健
事
業
を
充
実
さ
 

 
せ
、
町
民
の
健
康
寿
命
延
伸
に
努
 

 
め
て
い
き
ま
す
。
 

                  子
育
て
支
援
―
―
 

 
 
社
会
情
勢
の
変
化
と
多
様
な
ニ
 

 
ー
ズ
へ
対
応
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
 

 
で
の
乳
児
保
育
や
延
長
保
育
な
ど
 

 
に
よ
る
子
育
て
支
援
に
加
え
、
保
 

 
育
所
の
統
合
も
含
め
た
乳
児
教
育
 

　
・
保
育
環
境
の
検
討
を
進
め
て
い

　
き
ま
す
。
 

 
 
ま
た
、
四
月
一
日
か
ら
、
社
会
 

 
保
険
加
入
者
の
乳
児
医
療
費
を
、
 

 
町
内
医
療
機
関
に
限
り
、
無
料
と
 

 
し
ま
し
た
。
 

 ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
―
―
 

 
 
昨
年
七
月
に
設
立
し
た
ボ
ラ
ン
 

 
テ
ィ
ア
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
 

 
に
は
、
現
在
、
延
べ
百
七
十
五
人
 

 
が
登
録
し
、
福
祉
・
保
健
・
子
育
 

 
て
支
援
等
の
幅
広
い
分
野
で
活
動
 

 
を
始
め
て
い
ま
す
。
 

 
 
平
成
十
六
年
度
は
、
登
録
者
や
 

 
活
動
分
野
を
拡
大
し
、
き
め
細
か
 

 
な
活
動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
 

 道
路
網
の
整
備
―
―
 

 
　
町
道
は
、「
芝
草
橋
屋
線
」
「
野

　
沢
安
座
線
」
の
平
成
十
六
年
度
完

　
成
を
目
指
す
ほ
か
、
生
活
に
密
着

　
し
た
道
路
の
整
備
を
進
め
ま
す
。
 

　
　
縦
貫
道
路
は
、
早
期
完
成
へ
向

　
け
、「
野
沢
柴
崎
線
」
な
ど
計
画
区

　
域
路
線
の
整
備
促
進
を
図
り
ま
す
。
 

　
　
国
道
や
県
道
の
整
備
も
、
関
係
 

　
機
関
に
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い

　
き
ま
す
。
 

 
 
 

上
水
道
の
整
備
―
―
 

 
 
公
衆
衛
生
の
向
上
と
生
活
環
境
 

 
の
改
善
の
た
め
、
計
画
的
に
整
備
 

 
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
本
年
度
も
、
 

　
山
口
、
牛
尾
、
出
ケ
原
地
区
の
整

　
備
を
進
め
、
平
成
十
七
年
度
中
の

　
供
用
開
始
を
目
指
し
ま
す
。
 

 下
水
道
の
整
備
―
―
 

 
　
新
た
に
「
野
尻
地
区
」
の
整
備
 

 
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
 

 
で
下
水
道
整
備
計
画
に
含
ま
れ
て
 

 
い
な
か
っ
た
小
規
模
地
区
を
対
象
 

 
と
し
た
「
個
別
排
水
処
理
事
業
」
 

 
を
、
奥
川
地
区
を
対
象
に
、
五
十
 

 
基
の
処
理
施
設
を
整
備
し
ま
す
。
 

▲パソコン講習会 

▲家庭血圧測定事業 
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町
政
主
要
事
項
報
告
か
ら
 

 長
期
滞
在
型
保
養
基
地
構
想
に
係
る

予
備
交
流
に
つ
い
て
 

　
本
町
で
は
、
冬
期
間
の
運
動
不
足
 

や
塩
分
摂
取
の
過
多
か
ら
、
カ
ル
シ
 

ウ
ム
不
足
や
高
血
圧
症
、
脳
血
管
疾
 

患
の
発
症
率
が
高
い
傾
向
に
あ
り
ま
 

す
。
 

　
本
事
業
は
、
高
齢
者
を
対
象
に
、
 

冬
期
間
、
温
暖
で
自
然
豊
か
な
沖
縄
 

県
平
良
市
に
長
期
滞
在
し
、
こ
れ
ら
 

の
解
消
を
図
り
、
心
身
と
も
に
「
健
 

康
で
長
生
き
」
で
き
る
健
康
寿
命
の
 

延
伸
を
目
指
す
も
の
で
す
。
 

　
今
回
は
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
の
 

本
格
交
流
へ
向
け
、
町
老
人
ク
ラ
ブ
 

と
と
も
に
、
地
元
地
域
住
民
と
交
流
 

                  を
深
め
て
き
た
こ
ろ
で
す
。
 

 医
師
の
採
用
に
つ
い
て
 

　
西
会
津
診
療
所
の
常
勤
医
師
二
人
 

体
制
を
確
立
す
る
た
め
、
常
勤
医
師
 

を
四
月
一
日
付
で
採
用
し
ま
し
た
。
 

　
新
採
用
の
医
師
は
、
東
京
都
出
身
 

の
岡
崎
栄
和
氏
で
、
内
科
を
専
門
と
 

し
て
い
ま
す
。
 

 芸
術
村
事
業
に
つ
い
て
 

　
本
事
業
は
、
旧
新
郷
中
学
校
を
活
 

用
し
、
芸
術
を
通
し
て
の
交
流
と
地
 

域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
 

し
て
い
ま
す
。
 

　
事
業
の
推
進
に
あ
た
り
、
検
討
を
 

重
ね
た
結
果
、
北
欧
バ
ル
ト
三
国
の
 

                  一
つ
で
あ
る
「
リ
ト
ア
ニ
ア
共
和
国
」
 

か
ら
芸
術
家
二
人
を
招
く
こ
と
と
し
、
 

大
使
館
を
通
じ
て
募
集
活
動
に
取
り
 

組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。
 

 起
業
家
養
成
講
座
に
つ
い
て
 

　
Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
を
活
用
し
た
 

起
業
家
を
育
成
す
る
た
め
、
昨
年
十
 

二
月
に
、
中
学
生
を
対
象
と
し
た
ア
 

ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
（
起
業
家
）
養
成
 

講
座
を
、
西
会
津
中
学
校
で
開
催
し
 

た
と
こ
ろ
で
す
。
 

　
こ
の
講
座
が
、
受
講
生
か
ら
大
き
 

な
反
響
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
 

十
六
年
度
は
、
一
般
社
会
人
を
対
象
 

と
し
た
起
業
家
養
成
講
座
を
開
催
す
 

る
予
定
で
す
。
 

高
速
バ
ス
ス
ト
ッ
プ
に
つ
い
て
 

　
磐
越
自
動
車
道
西
会
津
イ
ン
タ
ー
 

西
側
に
、
高
速
バ
ス
の
乗
入
れ
へ
向
 

け
、
高
速
バ
ス
ス
ト
ッ
プ
等
の
整
備
 

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
 

　
四
月
一
日
か
ら
は
、
会
津
乗
合
自
 

動
車
と
新
潟
交
通
の
二
社
が
若
松
・
 

新
潟
間
を
一
日
四
往
復
す
る
予
定
で
 

す
。
短
時
間
か
つ
、
低
料
金
な
こ
と
 

か
ら
利
便
性
の
向
上
や
活
発
な
物
流
 

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
 

 農
業
集
落
排
水
事
業
・
野
尻
地
区
の
 

新
規
採
択
に
つ
い
て
 

　
上
野
尻
及
び
下
野
尻
地
区
を
対
象
 

と
す
る
農
業
集
落
排
水
事
業
は
、
受
 

益
戸
数
が
大
規
模
な
こ
と
、
公
共
施
 

設
が
あ
る
こ
と
、
地
元
の
受
け
入
れ
 
 
 

態
勢
が
整
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
 

年
前
倒
し
を
し
、
平
成
十
六
年
度
か
 

ら
の
事
業
着
手
を
決
定
し
ま
し
た
。
 

 　

可
決
同
意
さ
れ
た
議
案
 

 ■
特
別
職
及
び
職
員
の
給
与
の
特
例
 

　
に
関
す
る
条
例
 

■
町
地
域
資
源
活
用
総
合
交
流
物
産
 

　
館
条
例
 

■
町
個
別
排
水
処
理
事
業
に
あ
た
り
 

　
特
別
会
計
を
設
置
す
る
条
例
 

■
非
常
勤
特
別
職
の
報
酬
額
等
に
関

　
す
る
条
例
の
一
部
改
正
 

■
特
別
職
及
び
職
員
等
の
旅
費
に
関
 

　
す
る
条
例
の
一
部
改
正
 

■
町
国
民
健
康
保
険
診
療
所
条
例
の
 

　
一
部
改
正（
奥
川
診
療
所
の
設
置
）
 

■
町
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正
（
野
 

 
沢
処
理
区
の
事
業
区
域
拡
大
に
よ
 

 
る
改
正
）
 

■
平
成
十
五
年
度
補
正
予
算
（
一
般
 

 
会
計
、
工
業
団
地
造
成
事
業
特
別
 

 
会
計
、
商
業
団
地
造
成
事
業
特
別
 

 
会
計
、
住
宅
団
地
造
成
事
業
特
別
 

 
会
計
、
下
水
道
施
設
事
業
特
別
会
 

 
計
、
農
業
集
落
排
水
処
理
事
業
特
 

 
別
会
計
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
 

 
計
、
介
護
保
険
特
別
会
計
、
簡
易
 

 
水
道
等
事
業
特
別
会
計
、
水
道
事
 

 
業
会
計
）
 

■
平
成
十
六
年
度
予
算（
一
般
会
計
、
 

 
工
業
団
地
造
成
事
業
特
別
会
計
、
 

 
商
業
団
地
造
成
事
業
特
別
会
計
、
 

 
住
宅
団
地
造
成
事
業
特
別
会
計
、
 

 
下
水
道
施
設
事
業
特
別
会
計
、
農
 

 
業
集
落
排
水
処
理
事
業
特
別
会
計
、
 

 
個
別
排
水
処
理
事
業
特
別
会
計
、
 

 
老
人
保
健
特
別
会
計
、
国
民
健
康
 

 
保
険
特
別
会
計
、
介
護
保
険
特
別
 

 
会
計
、
介
護
老
人
保
健
施
設
特
別
 

 
会
計
、
簡
易
水
道
等
事
業
特
別
会
 

 
計
、
水
道
事
業
会
計
）
 

■
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
 

　
整
備
計
画
の
策
定
及
び
変
更
 

■
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
変
 

　
更
 

■
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
 

 
（
六
月
三
十
日
に
任
期
満
了
と
な
 

 
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
沼
澤
望
東
 

 
子
さ
ん
〔
牛
尾
〕
を
推
薦
）
 

 

　
三
月
議
会
定
例
会
は
、
三
月
十
二
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
の
 

十
一
日
間
を
会
期
に
開
か
れ
、
条
例
の
改
正
や
平
成
十
五
年
度
 

補
正
予
算
、
平
成
十
六
年
度
予
算
な
ど
三
十
六
議
案
が
審
議
さ
 

れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
本
号
で
は
町
政
主
要
事
項
の
報
告
と
可
決
、
同
意
さ
れ
た
議
 

案
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

お
か
ざ
き
え
い
わ
 

36
議
案
す
べ
て
を
原
案
ど
お
り
可
決
 

3
月
議
会
定
例
会
報
告
 

ぬ
ま
ざ
わ
 も
　
と
 

こ
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住
民
説
明
会
は
町
が
開
催
し
、
 

　
　
町
議
会
も
一
緒
に
参
加
す
る
形

　
　
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
側
か
ら

　
　
は
町
長
以
下
四
役
と
総
務
課
長
、
 

　
　
企
画
調
整
課
長
が
説
明
の
た
め

　
　
に
出
席
し
、
町
議
会
か
ら
は
議

　
　
長
と
副
議
長
が
交
代
で
、
ま
た

　
　
合
併
等
特
別
委
員
会
の
委
員
長

　
　
と
副
委
員
長
が
交
代
で
出
席
を

　
　
し
ま
し
た
。
 

　
　
　
説
明
会
は
、
冒
頭
、
町
長
が
 

　
　
「
合
併
が
持
ち
出
さ
れ
て
き
た
 

　
　
背
景
」
に
つ
い
て
述
べ
、
町
議
 

　
　
会
か
ら
は
町
と
一
緒
に
説
明
会
 

　
　
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
経
過
と

　
　
特
別
委
員
会
の
報
告
が
あ
い
さ

　
　
つ
の
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
そ
の
後
、「
町
の
基
本
的
考
え
方
」
 

　
「
合
併
を
考
え
る
ポ
イ
ン
ト
」「
合
 

　
併
に
よ
る
財
政
支
援
策
」
に
つ
い

　
て
企
画
調
整
課
長
よ
り
、
「
町
の

　
財
政
状
況
」
に
つ
い
て
総
務
課
長
 

　
よ
り
説
明
が
あ
り
、
最
後
に
助
役

　
か
ら
喜
多
方
・
耶
麻
地
方
の
任
意

　
合
併
協
議
会
の
準
備
段
階
で
の
経

　
緯
全
般
を
説
明
し
ま
し
た
。
 

　
　
説
明
の
後
、
意
見
交
換
と
し
て

　
参
加
者
か
ら
意
見
や
質
問
を
出
し

　
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
の
主

　
な
意
見
や
質
問
は
下
の
と
お
り
で

　
す
。
な
お
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 

　
（http://w

w
w
.tow
n.nishiaizu. 

　fukushim
a.jp/

）
で
も
住
民
説
明

　
会
の
内
容
は
公
開
し
ま
す
の
で
、

　
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

  合
併
に
関
し
て
 

　
判
断
を
し
て
も
ら
う
 

　
　
作
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
 

　
　
住
民
説
明
会
が
終
了
し
ま
し
た
 

　
の
で
、
説
明
会
の
中
で
も
お
話
し
 

　
し
て
い
た
資
料
の
改
訂
版
を
早
い
 

　
う
ち
に
全
戸
に
配
布
い
た
し
ま
す
。
 

　
現
在
、
住
民
の
み
な
さ
ん
が
「
合
 

　
併
を
し
た
方
が
良
い
か
・
し
な
い
 

　
方
が
良
い
か
」
を
判
断
し
て
も
ら
 

　
う
た
め
の
方
法
を
検
討
し
て
い
ま
 

　
す
の
で
、
早
い
時
期
に
決
定
し
、
 

　
み
な
さ
ん
に
判
断
を
し
て
い
た
だ
 

　
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
 

　
市
町
村
合
併
に
係
る
住
民
説
明
会
は
、
昨
年
十
一
月
二
 

十
六
日
か
ら
開
始
し
、
本
年
三
月
七
日
ま
で
に
三
十
二
の
 

全
会
場
を
終
了
し
ま
し
た
。
説
明
会
に
は
合
計
八
百
十
二
 

人
の
町
民
の
み
な
さ
ん
が
参
加
。
多
く
の
意
見
や
質
問
が
 

出
さ
れ
、
合
併
問
題
へ
の
高
い
関
心
が
伺
わ
れ
ま
し
た
。
 

市
町
村
合
併
の
 

　
住
民
説
明
会
が
終
了
 

　
人
が
参
加
し
、
貴
重
な
意
見
や
質
問
を
発
言
 

812

説
明
会
で
出
さ
れ
た
主
な
質
問
 

　
●
合
併
を
す
る
か
・
し
な
い
か
の
 

　
　
判
断
は
ど
の
よ
う
な
方
法
で
行
 

　
　
う
の
か
。住
民
投
票
の
考
え
は
。
 

　
●
判
断
を
す
る
期
限
は
い
つ
か
。
 

　
●
人
口
や
税
収
が
減
少
し
て
も
町
 

　
　
は
大
丈
夫
な
の
か
。
 

　
●
合
併
し
な
い
場
合
、
住
民
負
担
 

　
　
や
喜
多
方
広
域
圏
で
の
事
業
は
 

　
　
ど
う
な
る
の
か
。
ま
た
、
町
の
 

　
　
方
針
は
。
 

　
●
「
会
津
は
ひ
と
つ
」
は
ど
う
な
 

　
　
っ
た
の
か
。
 

　
●
地
方
交
付
税
が
減
っ
て
い
く
が
 

　
　
こ
れ
ま
で
の
先
進
的
施
策
は
続
 

　
　
け
ら
れ
る
の
か
。
 

　
●
後
か
ら
合
併
の
協
議
に
入
る
こ
 

　
　
と
は
不
利
益
に
な
ら
な
い
か
。
 

　
●
合
併
を
し
た
方
が
良
い
と
な
っ
 

　
　
た
ら
、
町
は
ど
う
す
る
の
か
。
 

　
●
な
ぜ
、
国
は
合
併
を
進
め
よ
う
 

　
　
と
し
て
い
る
の
か
。
 

 主
な
意
見
 

　
●
合
併
は
期
限
に
こ
だ
わ
ら
ず
に
 

　
　
考
え
る
べ
き
だ
。
 

　
●
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど
、
 

　
　
判
断
す
る
の
に
も
っ
と
分
か
り
 

　
　
易
い
資
料
が
欲
し
い
。
 

　
●
地
方
の
切
捨
て
政
策
で
あ
る
合
 

　
　
併
に
は
反
対
で
あ
る
。
 

　
●
合
併
し
て
良
く
な
っ
た
と
こ
ろ
 

　
　
が
な
い
の
で
、
合
併
し
な
い
方
 

　
　
が
良
い
。
 

　
●
合
併
の
枠
組
み
は
、
喜
多
方
以
 

　
　
外
も
考
え
て
。
 

　
●
維
持
経
費
の
負
担
を
少
な
く
す
 

　
　
る
た
め
、
隣
接
と
の
合
併
を
考
 

　
　
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。
 

　
●
人
口
が
減
り
、
農
協
も
学
校
も
 

　
　
合
併
し
た
。
後
か
ら
あ
の
時
合
 

　
　
併
し
て
い
れ
ば
と
言
わ
れ
な
い
 

　
　
か
。
 

　
●
過
疎
を
進
ま
せ
た
く
な
い
の
で
、
 

　
　
合
併
に
は
反
対
だ
。
 

　
●
地
方
交
付
税
が
減
っ
て
い
く
中
 

　
　
で
も
、
町
の
独
自
性
は
出
し
て
 

　
　
欲
し
い
。
 

　
●
今
後
は
、
地
域
活
性
化
の
方
策
 

　
　
を
町
と
住
民
の
相
互
で
決
定
し
 

　
　
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
 

　
●
様
々
な
改
革
と
と
も
に
住
民
の
 

　
　
意
識
改
革
も
す
べ
き
だ
。
 

　
●
人
材
育
成
の
た
め
の
費
用
は
削
 

　
　
減
し
な
い
で
欲
し
い
。
 

　
●
人
口
の
減
少
が
一
番
心
配
。
人
 

　
　
口
を
増
や
す
政
策
に
本
腰
を
入
 

　
　
れ
て
は
。
 

　
●
町
民
に
判
断
し
て
く
れ
と
言
わ
 

　
　
れ
て
も
責
任
が
取
れ
な
い
。
 

　
●
町
と
町
議
会
で
意
見
が
一
致
す
 

　
　
る
の
な
ら
、
合
併
し
な
い
と
し
 

　
　
て
進
め
た
方
が
良
い
の
で
は
。
 

　
●
住
民
投
票
や
議
会
で
の
自
立
宣
 

　
　
言
は
、
け
じ
め
が
つ
い
て
良
い
 

　
　
と
思
う
。
 

　
●
税
収
、
地
方
交
付
税
が
減
少
し
 

　
　
て
い
く
こ
と
は
分
か
る
の
で
、
 

　
　
組
織
改
革
、
議
員
定
数
の
削
減
 

　
　
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。
 

　
●
合
併
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
 

　
　
な
ど
、デ
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
。
 

　
●
合
併
協
議
会
に
参
加
し
な
か
っ
 

　
　
た
の
は
正
解
だ
。
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お兄さん、お姉さんが新入生を歓迎（奥川小学校旧入学式より） 

　
４
月
は
入
学
の
季
節
。
真
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負

　
４
月
は
入
学
の
季
節
。
真
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
 

い
、
町
内
の
各
小
学
校
に
新
一
年
生
が
入
学
し
ま
し
た
。

い
、
町
内
の
各
小
学
校
に
新
一
年
生
が
入
学
し
ま
し
た
。
 

　
今
年
入
学
し
た
児
童
は
、
平
成
９
年
４
月
２
日
か
ら
平

　
今
年
入
学
し
た
児
童
は
、
平
成
９
年
４
月
２
日
か
ら
平
 

成
　
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子
　
人
、
女
子
　

成
　
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子
　
人
、
女
子
　
 

人
の
計
　
人
で
す
。

人
の
計
　
人
で
す
。
 

　
初
め
て
の
学
校
生
活
に
胸
を
と
き
め
か
せ
て
い
る
子
ど

　
初
め
て
の
学
校
生
活
に
胸
を
と
き
め
か
せ
て
い
る
子
ど
 

も
た
ち
を
紹
介
し
ま
す
。

も
た
ち
を
紹
介
し
ま
す
。
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〔
３
月
　
日
現
在
・
敬
省
略
〕
 

 野

沢

小

学

校
　
　
　
人
 

　
地
　
区
　
　
氏
　
名
　
（
保
護
者
）
 

　
一
町
内
　
高
波
　
　
蓮
（
紀
子
）
 

 
　
 
 
 
松
本
か
す
み
（
満
）
 

　
二
町
内
　
若
林
　
　
行
（
陽
三
）
 

　
三
町
内
　
山
崎
　
雅
朝
（
雅
彦
）
 

 
　
 
 
 
渡
部
　
　
晋
（
哲
夫
）
 

　
四
町
内
　
大
沼
　
愛
喜
（
勝
）
 

　
　
　
　
　
小
林
　
琉
平
（
博
貴
）
 

　
　
　
　
　
橋
谷
田
聡
史
（
辰
郎
）
 

 
　
 
 
　
樋
口
　
洋
祐
（
洋
）
 

　
五
町
内
　
荒
井
　
直
樹
（
克
巳
）
 

　
　
　
　
　
白
岩
　
美
優
（
博
也
）
 

 
 
　
 
 
田
部
み
さ
き
（
貴
広
）
 

　
六
町
内
　
鈴
木
 
 
完
（
宏
昌
）
 

　
八
町
内
　
瓜
生
　
咲
季
（
信
浩
）
 

　
九
町
内
一
　
船
橋
　
風
音
（
政
広
）
 

 
 
　
 
 
星
 
菜
々
美
（
康
浩
）
 

　
九
町
内
二
　
船
橋
　
京
也
（
正
和
）
 

 
 
　
 
 
須
藤
　
　
柾
（
秀
美
）
 

　
芝
　
草
　
玉
木
　
　
陸
（
周
司
）
 

 
 
　
 
 
横
山
　
京
香
（
武
郎
）
 

　
堀
　
越
　
斎
藤
偉
佐
也
（
初
徳
）
 

 
　
 
 
　
齋
藤
　
健
成
（
正
喜
）
 

 
 
　
 
 
渡
部
　
聖
也
（
和
浩
）
 

　
安
　
座
 
安
部
 
 
希
（
新
栄
）
 

 
 
　
 
 
安
部
真
優
華
（
広
栄
）
 

 
 
　
 
 
佐
藤
 
 
陸
（
信
英
）
 

　
柴
　
崎
 
高
橋
　
麻
美
（
正
）
 

　
橋
　
屋
 
斎
藤
　
真
希
（
範
雄
）
 

　
戸
　
中
 
長
谷
川
加
奈
（
勝
弘
）
 

 
　
 
 
 
長
谷
川
ま
い
（
啓
二
）
 

  尾
野
本
小
学
校
　
　
　
人
 

　
西
　
原
　
佐
々
木
栞
汰
（
奈
津
枝
）
 

　
萱
　
本
　
齋
藤
　
敬
斗
（
敬
顕
）
 

 
 
　
 
 
鈴
木
　
音
杜
（
信
昭
）
 

 
 
　
 
 
須
藤
は
る
か
（
正
光
）
 

 
 
　
 
 
秦
 
優
希
子
（
貞
継
）
 

　
松
　
尾
　
伊
藤
　
美
森
（
善
文
）
 

 
　
 
 
 
簗
田
　
智
史
（
好
造
）
 

　
下
小
島
　
成
田
　
真
帆
（
信
幸
）
 

　
西
　
林
　
齋
藤
　
美
紅
（
章
広
）
 

　
さ
ゆ
り
が
丘
　
三
瓶
　
千
皓
（
隆
一
）
 

　
　
　
　
　
清
田
　
舞
弥
（
憲
昭
）
 

　
上
小
島
　
薄
上
　
莉
奈
（
文
男
）
 

　
　
　
　
　
佐
藤
　
雄
也
（
重
雄
）
 

　
　
　
　
　
山
口
　
圭
太
（
則
夫
）
 

　
　
　
　
　
渡
部
　
脩
斗
（
紀
夫
）
 

　
　
　
　
　
渡
部
　
桃
菜
（
盛
男
）
 

　
黒
　
沢
　
渡
部
　
浩
司
（
鬼
三
）
 

　
　
　
　
　
渡
部
　
寛
哉
（
修
一
）
 

　
　
　
　
　
渡
部
　
美
森
（
森
男
）
 

  群

岡

小

学

校
　
　
　
人
 

　
上
野
尻
　
五
十
嵐
　
旬
（
学
）
 

 
 
　
 
　
市
橋
　
卓
磨
（
修
一
）
 

 
 
　
 
　
貝
沼
　
柊
哉
（
輝
彦
）
 

 
 
　
 
　
紫
藤
　
大
地
（
隆
彦
）
 

 
 
　
 
　
武
藤
　
悠
太
（
勝
博
）
 

　
下
野
尻
　
五
十
嵐
　
瞳
（
博
幸
）
 

 
 
　
 
　
新
田
日
南
人
（
充
雄
）
 

　
宝
　
川
　
雅
楽
川
弘
平
（
善
弘
）
 

 
 
　
 
　
小
原
　
裕
和
（
和
美
）
 

　
屋
　
敷
　
江
川
　
初
芽
（
衛
司
）
 

  新

郷

小

学

校
　
　
2
人
 

　
呼
　
賀
　
上
野
　
隆
平
（
新
哉
）
 

　
樟
　
山
　
薄
 
 
俊
平
（
敏
彦
）
 

  奥

川

小

学

校
　
　
8
人
 

　
　
塩
　
　
伊
藤
　
洸
人
（
武
美
）
 

　
下
　
松
　
井
上
　
彩
花
（
英
子
）
 

　
山
　
浦
　
小
林
あ
ゆ
み
（
豊
）
 

　
中
　
町
　
矢
部
穂
乃
香
（
喜
代
栄
）
 

　
梨
　
平
　
齋
藤
　
友
則
（
良
房
）
 

　
小
綱
木
　
荒
海
　
正
樹
（
喜
美
雄
）
 

 
　
 
 
　
荒
海
　
凌
弥
（
文
弥
）
 

 
　
 
 
　
宮
澤
　
璃
子
（
悟
志
）
 

　
４
月
は
入
学
の
季
節
。
真
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
 

い
、
町
内
の
各
小
学
校
に
新
一
年
生
が
入
学
し
ま
し
た
。
 

　
今
年
入
学
し
た
児
童
は
、
平
成
９
年
４
月
２
日
か
ら
平
 

成
　
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子
　
人
、
女
子
　
 

人
の
計
　
人
で
す
。
 

　
初
め
て
の
学
校
生
活
に
胸
を
と
き
め
か
せ
て
い
る
子
ど
 

も
た
ち
を
紹
介
し
ま
す
。
 

30

19

10

29
竒 

10

69

30

39
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～自立した生活を目指そう～ 

仲
間
と
楽
し
く
機
能
訓
練
を
す
る
み
な
さ
ん
 

▼  

雅
楽
川
　
武

さ
ん
 

　
　
（
宝
　
川
）
 

佐
藤
　
　
菊

さ
ん
 

　
　
（
上
小
島
）
 

長谷川　鈴ちゃん 
（喜夫・梨平） 

赤城　凛香ちゃん 
（雅也・松尾） 

鈴木　茉瑚ちゃん 
（信昭・萱本） 

若林　龍星くん 
（和弘・７町内） 

　１月23日、３歳児７名を対象に健康診査を行った結果、むし歯 
のない子は４名でした。 

 

  　
病
気
や
老
化
の
た
め
、
身
体
が
動
き
に
く
く
 

困
っ
て
い
る
人
に
は
機
能
訓
練
を
お
勧
め
し
ま
 

す
。
仲
間
と
一
緒
に
楽
し
く
訓
練
を
し
て
、
自
 

立
し
た
生
活
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。
詳
し
く
は
 

保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

 【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
 
 
│
２
３
０
６
 

       　
私
は
、
　
歳
の
時
に
か
か
っ
た
脳
梗
塞
が
原
 

因
で
、
右
手
・
右
足
が
不
自
由
に
な
り
ま
し
た
。
 

で
も
、
機
能
訓
練
に
通
う
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
 

は
、
体
が
軽
く
な
り
ま
し
た
。
訓
練
を
始
め
て
 

　
年
が
経
ち
ま
す
が
、
な
る
べ
く
自
分
で
何
で
 

も
す
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。
料
理
・
洗
 

濯
・
畑
仕
事
な
ど
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
 

た
。
ま
た
、
以
前
は
恥
ず
か
し
さ
か
ら
外
に
も
 

出
ず
、
閉
じ
こ
も
り
が
ち
で
し
た
。
で
も
、
今
 

で
は
、
心
身
と
も
に
調
子
が
良
く
、
ど
こ
へ
で
 

も
出
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

      　
私
は
、
不
注
意
か
ら
腕
の
神
経
を
切
っ
て
し
 

ま
い
、
左
手
が
不
自
由
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
 

た
。
医
師
か
ら
、
リ
ハ
ビ
リ
を
続
け
る
よ
う
に
 

言
わ
れ
た
の
で
、
昨
年
の
　
月
か
ら
毎
週
月
曜
 

日
、
入
院
時
と
同
じ
訓
練
が
で
き
る
保
健
セ
ン
 

タ
ー
に
通
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
成
果
に
、
神
経
 

が
少
し
ず
つ
伸
び
て
き
た
こ
と
も
加
わ
り
、
腕
 

を
ひ
ね
る
動
作
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ご
飯
 

茶
碗
も
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
度
は
、
 

親
指
側
の
指
を
動
か
せ
る
よ
う
、
自
宅
で
も
継
 

続
し
て
リ
ハ
ビ
リ
を
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。
 

  　
町
で
は
、
病
気
や
ケ
ガ
・
老
化
等
に
よ
り
身
 

体
の
は
た
ら
き
が
低
下
し
て
い
る
人
に
対
し
、

身
体
の
状
態
や
希
望
な
ど
を
確
認
す
る
調
査
を

行
い
、
身
体
の
状
態
に
応
じ
た
適
切
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
 

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
な
っ
て
い
る
機
能
訓
練
 

は
、
自
立
し
た
生
活
が
で
き
、
医
師
か
ら
訓
練
 

が
必
要
と
認
め
ら
れ
た
人
を
対
象
と
し
て
、
月
 

曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
毎
日
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

内
容
は
、
理
学
療
法
士
に
よ
る
個
別
訓
練
や
機
 

械
・
器
具
を
使
っ
た
訓
練
・
集
団
訓
練
な
ど
を
 

行
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
お
花
見
や
紅
葉
狩
 

り
・
料
理
教
室
な
ど
も
実
施
し
て
お
り
、
参
加
 

者
の
方
々
か
ら
好
評
を
得
て
い
ま
す
。
 

61

12

11

47
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国際交流員 
マイケル・レドヴィンカ 

     　
　
　
　
　
異
文
化
圏
に
住
む
こ
と
は
、
と
て
 

　
　
　
　
も
貴
重
な
経
験
で
す
。
ア
メ
リ
カ
人
 

　
　
　
　
の
私
に
と
っ
て
、
日
本
の
生
活
を
経
 

　
　
　
　
験
で
き
た
こ
と
は
す
ご
く
運
が
良
い
 

と
思
い
ま
す
。
た
だ
し
、
苦
労
す
る
こ
と
も
あ
 

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回
は
、
今
ま
で
に
私
が
 

少
し
苦
労
し
た
こ
と
に
つ
い
て
話
し
ま
す
。
 

　
み
な
さ
ん
は
、
外
国
人
が
日
本
で
生
活
す
る
 

と
き
、
何
に
苦
労
す
る
と
思
い
ま
す
か
。
多
分
、
 

食
べ
物
の
違
い
や
箸
を
使
う
こ
と
を
思
い
浮
か
 

べ
る
は
ず
で
す
。
で
も
、
多
く
の
場
合
、
こ
の
 

よ
う
な
当
た
り
前
の
こ
と
に
は
あ
ま
り
苦
労
し
 

ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
日
本
に
来
る
前
に
あ
る
程
 

度
の
情
報
を
調
べ
、
心
の
準
備
を
し
て
い
る
か
 

ら
で
す
。
私
の
場
合
、
日
本
料
理
は
大
好
き
だ
 

し
、
箸
を
使
う
こ
と
も
楽
し
い
と
思
い
ま
す
。
 

本
当
に
苦
労
す
る
の
は
、
「
一
緒
だ
ろ
う
」
と
 

思
っ
て
い
た
こ
と
が
、
実
際
に
は
全
く
違
っ
て
 

い
る
と
き
で
す
。
例
え
ば
、
道
路
で
す
。
私
が
 

初
め
て
日
本
に
来
た
と
き
（
大
阪
で
し
た
）
、
 

道
路
が
入
り
組
ん
で
い
て
細
い
こ
と
に
す
ご
く
 

驚
き
ま
し
た
。
迷
う
こ
と
も
何
度
も
あ
り
ま
し
 

た
。
ま
た
、
学
校
の
掃
除
の
時
間
、
学
生
は
黙
 

っ
て
掃
除
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
 

と
に
も
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。ア
メ
リ
カ
で
は
、
 

学
生
は
学
校
の
掃
除
を
し
ま
せ
ん
が
、
多
く
の
 

ア
メ
リ
カ
人
は
、
話
し
を
し
た
り
、
口
笛
を
吹
 

き
な
が
ら
楽
し
く
掃
除
を
す
る
も
の
だ
と
考
え
 

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
 

ク
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
 

 
　３月12日、西会津中学校では、統合 
後２回目の卒業式が行われました。 
　今年西会津中学校を卒業した生徒は、 
男子55人、女子38人の計93人で、佐藤 
秀喜校長から一人ひとりに卒業証書と 
はなむけの言葉が贈られました。 
　その後、校長式辞に続き、山口町長 
が「中学校の統合という慣れない環境 
を克服し、ＩＴ関係や外国語の基礎を 
学んだみなさんは、将来、社会が求める青年に 
成長していけるものと確信しています」と卒業 
生の門出を祝いました。 
　さらに、在校生の岩渕大さんから送辞が、卒 
業生を代表して三留悠生さんと佐藤聖矢さんが 
在校生へのエールを込めて答辞を述べると、３ 
年間の思い出が蘇った卒業生の目からは、うっ 
すらと涙がこぼれていました。 　平成15年度中に各種コンクールや部活動など 

で活躍した児童生徒の功績をたたえる町教育顕 
彰表彰式が、２月27日、西会津中学校で行われ 
ました。 
　　受賞された方は次のとおりです。 
　【個人の部】 
　　○上野早紀さん（新郷小学校６年） 
　　　６年女子50ｍ平泳ぎの部で県１位 
　　○荒井盛佳くん（野沢小学校６年） 
　　　県児童作文コンクールで特選受賞 
　【団体の部】 
　　○尾野本小学校 
　　　県学校関係緑化コンクールで、ふくしま 
　　　フォレスト・エコ・ライフ財団理事長賞 
　　　を受賞 
　　○西会津中学校メディア部 
　　　ＮＨＫ杯県中学校放送コンテストラジオ 
　　　部門で、県中学校放送大賞受賞 
 

長谷川教育長から賞状を受け取る荒井盛佳くん 



9

 
ま
た
、
経
済
的
、
社
会
的
な
こ
と
で
も
同
じ
 

で
す
。
例
え
ば
、
同
じ
給
料
で
も
、
日
本
は
ア
 

メ
リ
カ
よ
り
労
働
時
間
が
長
い
で
す
。そ
の
上
、
 

日
本
の
物
価
は
高
い
の
で
、
ア
メ
リ
カ
ほ
ど
物
 

を
買
え
ま
せ
ん
。
ま
た
、
運
転
免
許
証
を
取
る
 

場
合
、
日
本
で
は
約
　
万
円
か
か
り
ま
す
が
、
 

ア
メ
リ
カ
で
は
約
２
千
円
だ
け
で
す
。
こ
の
よ
 

う
な
例
は
も
っ
と
あ
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
に
と
 

っ
て
は
当
た
り
前
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
の
 

「
当
た
り
前
」
と
は
違
っ
て
い
ま
す
。
 

　
私
が
日
本
の
生
活
で
最
も
苦
労
し
て
い
る
と
 

思
う
の
は
、
精
神
的
な
こ
と
で
す
。
最
も
大
き
 

い
の
は
家
族
か
ら
離
れ
て
い
る
こ
と
か
も
し
れ
 

ま
せ
ん
。
家
族
は
い
つ
も
私
を
支
え
て
く
れ
て
 

い
ま
し
た
。
そ
の
他
に
、
言
葉
で
も
苦
労
し
ま
 

す
。私
は
日
本
語
を
学
ぶ
こ
と
は
大
好
き
で
す
。
 

で
も
、
銀
行
に
行
っ
た
り
、
買
い
物
を
す
る
と
 

い
う
日
常
生
活
は
、
言
葉
の
違
い
か
ら
難
し
く
 

な
り
、
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
 

ま
た
、
体
格
の
違
い
も
苦
労
す
る
こ
と
の
１
つ
 

で
す
。
私
の
体
に
合
う
服
や
靴
な
ど
は
あ
ま
り
 

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
上
、
店
に
入
る
と
、
周
り
 

の
人
が
私
の
大
き
さ
に
驚
い
て
、
ジ
ロ
ジ
ロ
と
 

こ
ち
ら
を
見
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
 

き
、「
普
通
に
な
り
た
い
　
」と
強
く
思
い
ま
す
。
 

　
私
は
日
本
が
大
好
き
で
す
。
そ
し
て
、
こ
こ
 

で
の
生
活
は
、
毎
日
新
し
い
こ
と
を
学
べ
る
す
 

ば
ら
し
い
『
冒
険
』
で
す
。
で
も
、
容
易
な
こ
 

と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
日
本
に
 

限
ら
ず
、
異
文
化
圏
な
ら
ど
こ
で
も
、
生
活
に
 

馴
染
む
ま
で
苦
労
す
る
と
思
い
ま
す
。
 

 
次
回
は
、
逆
に
日
本
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
移
っ
 

た
知
人
の
経
験
を
通
し
て
異
文
化
圏
の
生
活
に
 

つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
 

楽
し
み
に
。
 

　
第
７
回
す
ぱ
ー
く
西
会
津
杯
親
善
ゲ
 

ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
３
月
３
日
に
開
会
 

し
、
町
内
の
老
人
ク
ラ
ブ
　
チ
ー
ム
が
 

参
加
し
ま
し
た
。
 

　
開
会
式
で
は
、齋
藤
テ
ル
子
さ
ん（
尾
 

野
本
Ｂ
チ
ー
ム
）
が
力
強
く
選
手
宣
誓
 

し
、
３
日
間
に
及
ぶ
熱
戦
の
火
ぶ
た
が
 

切
っ
て
落
と
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
各
チ
ー
ム
と
も
、
日
ご
ろ
練
習
を
重
 

ね
て
き
た
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
な
が
 

ら
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
 

た
。
 

　
な
お
、
試
合
の
結
果
は
次
の
と
お
り
 

で
す
。
 

　
　
◆
優
　
勝
　
下
野
尻
Ｂ
 

 
 
　
準
優
勝
　
寿
　
　
Ａ
 

 
 
　
第
３
位
　
本
町
・
萱
本
Ａ
 

47

　２月28日、町公民館において、土づくりから考え 
る健康講演会が開催され、160人が参加しました。 
　町が、平成10年度から取り組んでいる健康な土づ 
くり。その指導者である農業科学研究所所長の中嶋 
常允理学博士を講師に招き、『土といのち』と題して 
行われました。 
　参加者は、健康な土づくりと、それにともなう微 
量ミネラル成分の重要性、適切な肥料の量など「中 
嶋農法」について真剣に学んでいました。 
　また、ほうれん草やトマトなどのミネラル野菜の 
試食も行われ、参加者は野菜本来の味を再確認して 
いました。 

　
３
月
　
日
、西
会
津
高
校
の
生
徒
が
、
 

町
内
を
は
じ
め
と
す
る
保
育
所
や
福
祉
 

施
設
な
ど
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
 

行
い
ま
し
た
。
 

　
生
徒
た
ち
は
、
自
分
で
活
動
内
容
を
 

選
ん
だ
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
率
先
し
 

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
ん
で
 

い
ま
し
た
。
 

　
生
徒
た
ち
は
、
こ
れ
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
 

ィ
ア
活
動
を
通
し
、
奉
仕
や
福
祉
の
心
 

な
ど
、
大
切
な
も
の
を
学
ん
で
い
ま
し
 

た
。
 

17

30
！！ 
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生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ 

″ 

″ 

み
ん
な
で
 

　
楽
し
い
学
習
を
…
 

「お話はオッパイ」これは本当です（おひざにだっこの会） 

親のありがたさが身にしみる‥‥（昨年度の『通学合宿』） 

  

 【
芸
術
文
化
の
振
興
】
 

　
伝
承
芸
術
の
保
存
と
芸
術
文
化
の
創
造
活
動
 

の
支
援
に
努
め
ま
す
。
 

 
ま
た
、
文
化
財
等
の
調
査
を
進
め
、
貴
重
な
 

文
化
遺
産
の
保
存
や
民
俗
芸
能
の
伝
承
に
努
め
 

ま
す
。
 

 【
青
少
年
教
育
の
推
進
】
 

　
わ
ん
ぱ
く
塾
、
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
教
室
、
 

キ
ッ
ズ
・
ア
ー
ト
ク
ラ
ブ
、
新
郷
少
年
教
室
、
 

奥
川
サ
タ
デ
ー
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
な
ど
の
活
動
内
 

容
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
西
会
津
中
学
校
町
民
図
書
館
な
ど
を
 

活
用
し
て
『
読
み
聞
か
せ
講
習
会
』
や
『
お
は
 

な
し
の
会
』、『
お
ひ
ざ
に
だ
っ
こ
の
会
』な
ど
、
 

子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
感
性
を
養
う
読
書
活
動
 

を
推
進
し
ま
す
。
 

士
や
観
覧
す
る
み
な
さ
ん
と
が
交
流
を
深
め
合

え
る
機
会
と
し
て
「
生
涯
学
習
発
表
会
」
を
開

催
し
ま
す
。
 

 【
学
社
連
携
・
融
合
事
業
の
推
進
】
 

　
「
自
ら
学
び
、自
ら
考
え
、自
ら
行
動
す
る
」
 

こ
と
が
で
き
る
、
生
き
る
力
を
身
に
付
け
た
子
 

ど
も
を
育
て
る
た
め
に
、
学
校
教
育
と
社
会
教
 

育
が
連
携
・
融
合
し
な
が
ら
青
少
年
教
育
に
取
 

り
組
み
ま
す
。
 

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
親
元
を
離
れ
て
集
団
生
 

活
を
体
験
す
る
『
通
学
合
宿
』
な
ど
を
行
い
ま
 

す
。
 

 【
情
報
化
・
国
際
化
社
会
へ
の
対
応
】
 

　
情
報
化
社
会
へ
の
対
応
と
し
て
は
、
町
民
の
 

み
な
さ
ん
の
要
望
を
反
映
し
な
が
ら
『
Ｉ
Ｔ
技

能
（
パ
ソ
コ
ン
）
講
習
会
』
を
開
催
し
ま
す
。
 

　
ま
た
、
国
際
化
社
会
へ
の
対
応
と
し
て
は
、
 

世
界
共
通
語
と
し
て
定
着
し
て
い
る
英
語
を
、
 

身
近
に
感
じ
な
が
ら
自
然
と
身
に
付
け
ら
れ
る
 

『
英
会
話
教
室
』
を
開
催
し
ま
す
。
 

 
さ
ら
に
、
国
際
感
覚
を
磨
く
た
め
、
町
内
等
 

在
住
の
外
国
人
の
方
々
と
の
交
流
会
を
定
期
的
 

に
開
催
し
ま
す
。
 

 【
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
健
康
づ
く
り
】
 

　「
町
民
一
人
一
ス
ポ
ー
ツ
」を
合
言
葉
に
、
み

な
さ
ん
の
交
流
・
親
睦
と
健
康
づ
く
り
の
た
め
、
 

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室
 

な
ど
を
開
催
し
ま
す
。
 

　
ま
た
、
誰
で
も
気
軽
に
参
加
し
て
ス
ポ
ー
ツ
 

を
楽
し
め
る
『
西
会
津
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
総
 

合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
）
』
の
育
成
に
努

め
ま
す
。
 

         【
生
涯
学
習
活
動
の
推
進
】
 

　「
人
間
性
豊
か
な
人
づ
く
り
」を
進
め
る
た
め
 

に
、
町
民
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
自
分
に

適
し
た
生
涯
学
習
活
動
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

と
主
体
的
に
学
習
し
よ
う
と
す
る
自
己
教
育
力

の
向
上
を
図
り
な
が
ら
、「
地
域
づ
く
り
、
人
づ

く
り
」
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
 

　
ま
た
、
活
動
成
果
を
発
表
し
合
い
、
団
体
同
 

　
教
育
委
員
会（
社
会
教
育
課
）で
は
、『
生
 

涯
学
習
振
興
計
画
』
に
基
づ
き
、
本
年
度
 

の
重
点
目
標
を
定
め
、
町
民
の
み
な
さ
ん
 

の
「
生
き
が
い
づ
く
り
」
の
一
助
と
し
て
 

い
た
だ
く
た
め
に
、
生
涯
学
習
の
充
実
に
 

努
め
ま
す
。
 

生
涯
学
習
の
充
実
を
目
指
し
て
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決まりました！１年間の成果です。 

みなさんの参加待ってまーす。（エアロビクス教室） 

大切なんですよ。小さいときから（ストレッチ教室） 

楽しそうでしょう。本当に楽しいんです。（レクダンス教室） 

  　
３
月
　
日
（
日
）
、
町
公
民
館
大
ホ
ー
ル
に
 

お
い
て
、「
生
涯
学
習
発
表
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
 

し
た
。
 

　
こ
の
発
表
会
に
は
、
公
民
館
主
催
の
各
種
講
 

座
や
自
主
的
活
動
を
通
し
て
生
涯
学
習
に
取
り
 

組
ん
で
い
る
　
団
体
（
約
　
人
）
が
参
加
し
、

ス
ポ
ー
ツ
民
謡
や
民
舞
、
社
交
ダ
ン
ス
な
ど
日

ご
ろ
の
活
動
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。
 

 
少
し
緊
張
し
て
い
た
参
加
者
も
、
和
や
か
な
 

会
場
の
雰
囲
気
に
助
け
ら
れ
、
実
力
を
存
分
に
 

発
揮
し
て
い
ま
し
た
。
 

　
参
加
者
か
ら
は
、「
こ
の
発
表
会
を
目
標
に
、
 

一
年
間
、
一
生
懸
命
練
習
し
て
き
ま
し
た
。
」
 

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
 

　
公
民
館
で
は
、
平
成
　
年
度
も
引
き
続
き
、
 

町
民
の
み
な
さ
ん
の
要
望
に
応
じ
た
生
涯
学
習

の
機
会
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

【
申
込
方
法
】
 

　
町
公
民
館
体
育
振
興
係
、
新
郷
分
館
、
奥
川
 

分
館
に
直
接
次
の
も
の
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、申
込
み
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、
 

会
員
登
録
ま
で
に
は
一
週
間
程
度
か
か
り
ま
す

の
で
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。
 

〈
提
出
物
〉
 

　
①
入
会
申
込
書
（
各
公
民
館
に
用
意
し
て
あ
 

 
 
り
ま
す
。
）
 

 
②
顔
写
真
（
縦
２
㎝
×
横
　
㎝
）
 

　
　
※
ス
ナ
ッ
プ
写
真
で
結
構
で
す
。
 

　
③
年
会
費
（
お
釣
り
の
無
い
よ
う
に
お
願
い
 

 
 
し
ま
す
。
）
 

            　
何
か
不
明
な
点
や
要
望
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
 

事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

 【
西
会
津
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局
】
 

 
町
公
民
館
体
育
振
興
係
内
 

　
　
 
 
 
 
 
 
 
 
　
 
│
３
２
４
４
 

 　
今
月
号
の
「
郷
土
史
探
訪
」
は
、
都
合
に
よ
 

り
お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

            ◇
会
員
募
集
 

　
現
在
、
本
ク
ラ
ブ
で
は
会
員
を
募
集
し
て
い
 

ま
す
。
 

　
な
お
、
ク
ラ
ブ
の
内
容
や
入
会
申
込
方
法
等
 

に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

【
教
室
名
】
 

　
●
親
子
ス
イ
ミ
ン
グ
 
●
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
 

　
●
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
　
●
卓
球
 

　
●
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
　
●
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
 

　
●
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
　
●
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
 

　
●
シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス
　
●
ペ
タ
ン
ク
 

　
●
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
 

※
こ
の
他
に
も
、
希
望
す
る
教
室
が
あ
れ
ば
事
 

　
務
局
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
 

 【
年
会
費
】
 

　
①
小
学
生
・
中
学
生
…
…
…
２
　
５
０
０
円
 

　
②
　
歳
か
ら
　
歳
の
方
…
…
４
　
５
０
０
円
 

　
③
　
歳
以
上
の
方
…
…
…
…
３
　
８
０
０
円
 

　
④
就
学
前
児
童
・
身
障
者
手
帳
 

 
 
を
持
っ
て
い
る
方
…
…
…
…
保
険
料
の
み
 

※
年
会
費
に
は
、
一
年
間
の
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
 

 
険
料
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

  ◇
ク
ラ
ブ
の
特
徴
 

　
本
町
で
は
、「
百
歳
へ
の
挑
戦
」
、「
す
べ
て
に
 

や
さ
し
い
健
康
の
ま
ち
　
に
し
あ
い
づ
」
を
キ
 

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
町
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
 

す
。
本
ク
ラ
ブ
で
も
、
こ
の
方
針
を
受
け
、「
い
 

つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
　
楽
し
い
ス
 

ポ
ー
ツ
の
ま
ち
　
に
し
あ
い
づ
」
を
目
指
し
て
 

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
内
容
も
、
勝
敗
や
技
術
 

力
向
上
を
追
い
求
め
る
競
技
ス
ポ
ー
ツ
的
な
も
 

の
で
は
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
経
験
の
無
い
人
や
ス
 

ポ
ー
ツ
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
る
中
高
年
世
代
の
 

人
で
も
気
軽
に
取
り
組
め
る
種
目
が
中
心
と
な
 

っ
て
い
ま
す
。
 

　
昨
年
度
の
会
員
数
は
、
４
歳
か
ら
　
歳
ま
で
 

の
　
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

28

16

12

50

82

1660

59

2.5

129

45

,,,
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みんなの広場 みんなの広場 
加
藤
　
恭
央
 

　
　
〔
萱
　
本
〕
 
さ ん 

好
き
な
西
会
津
の
風
景
は
？
 

　
橋
屋
の
テ
レ
ビ
塔
か
ら
見
え
る
風
景
 

　
（
遠
足
に
行
っ
た
と
き
、
ハ
チ
に
刺
 

　
さ
れ
た
の
に
、
な
ぜ
か
そ
の
後
も
何
 

　
度
も
足
を
運
ん
だ
所
だ
か
ら
）
 

あなたの趣味・特技は？ 

　趣味：釣り 

　特技：サッカー 

 

熱中していることは？ 

　仕事 

 

最近感動したことは？ 

　子どもの成長 

自分を一言で表現するとしたら？ 

　めんどくさがりや 

 

あなたのモットーは？ 

　笑う門には福来る 

 

次の方を紹介してください。 

　Ｄ．Ｈさん（松尾） 

　
今
月
は
、
向
原
の
玉
木
美
智
子
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。
 

　
玉
木
さ
ん
は
、
昨
年
８
月
に
始
ま
っ
た
食
生
活
改
善
推
進
員
養
成
講
 

座
で
あ
る
「
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
食
生
活
教
室
」
に
参
加
し
、
ほ
ぼ
 

全
て
の
講
義
に
出
席
。
今
年
の
３
月
３
日
に
修
了
証
書
を
手
に
さ
れ
ま
 

し
た
。
 

　「
食
べ
物
が
ど
の
よ
う
に
体
に
働
く
の
か
疑
問
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
 

だ
か
ら
、
栄
養
学
を
教
え
て
く
れ
る
こ
の
講
座
に
参
加
し
よ
う
と
思
い
 

ま
し
た
。
昨
年
、
退
職
し
た
こ
と
で
時
間
も
で
き
ま
し
た
か
ら
…
。
 

　
　
時
間
中
２
時
間
ほ
ど
出
席
で
き
な
く
て
残
念
で
し
た
が
、
修
了
で
 

き
た
の
も
家
族
や
地
域
の
人
の
協
力
の
お
陰
で
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。
 

　
今
ま
で
、
家
庭
で
の
食
事
は
お
い
し
け
れ
ば
、
作
る
こ
と
の
責
任
を
 

果
た
し
た
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
ダ
メ
な
ん
だ
 

と
知
り
ま
し
た
。
食
習
慣
を
変
え
る
と
い
う
こ
と
は
大
変
だ
と
思
い
ま
 

す
が
、
こ
の
講
座
で
学
ん
だ
減
塩
な
ど
を
家
庭
で
も
取
り
入
れ
て
い
き
 

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
」
 

　
そ
ん
な
、
玉
木
さ
ん
の
元
気
の
素
は
、
 

　
「
退
職
後
の
新
た
な
人
生
を
し
っ
か
り
と
歩
め
て
い
る
こ
と
で
す
。
 

時
間
が
で
き
て
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
 

た
。
だ
か
ら
、
今
ま
で
や
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
 

例
え
ば
、
家
で
の
農
業
や
養
蜂
も
そ
う
で
す
け
ど
、
常
に
新
し
い
発
見
 

が
あ
り
、
そ
れ
を
す
ご
く
 

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
 

に
父
と
の
共
通
の
趣
味
で
 

あ
る
園
芸
。
植
え
方
や
場
 

所
な
ど
に
つ
い
て
話
し
て
 

い
る
と
、
私
だ
け
で
な
く
 

父
の
『
元
気
の
素
』
に
も
 

な
っ
て
い
ま
す
。
」
 

 
そ
う
話
し
て
く
れ
た
玉
 

木
さ
ん
は
、
今
後
、
食
生
 

活
推
進
員
と
し
て
活
動
す
 

る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
 

い
る
そ
う
で
す
。
 

　渡部忠寛さん（３月号から） 
◆  メッセージ  ◆ 
　夏になったら那須高原でバーベ 
キューをしましょう。 

60
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野 沢 駅 前  
蒲 生 館 前  
商 業 団 地  
公 民 館 前 
東北電力前 
野沢郵便局前 
石川商店前 
会津アピオ入口 
北　柳　原  
若 松 駅 前 
神 明 通 り 
鶴ヶ城・合同庁舎前 

 
7：00 
7：01 
7：02 
7：04 
7：05 
7：06 
7：07 
7：33 
7：37 
7：39 
7：44 
7：49

 
16：30 
16：31 
16：32 
16：34 
16：35 
16：36 
16：37 
17：03 
17：07 
17：09 
17：14 
17：19

 
12：40 
12：43 
12：50 
12：52 
12：56 
13：22 
13：23 
13：24 
13：25 
13：26 
13：28 
13：29

 
18：10 
18：13 
18：20 
18：22 
18：26 
18：52 
18：53 
18：54 
18：55 
18：56 
18：58 
18：59

会津若松方面 野 沢 方 面   
鶴ヶ城・合同庁舎前 
神 明 通 り  
若 松 駅 前 
北　柳　原 
会津アピオ入口 
石川商店前 
野沢郵便局前 
東北電力前 
公 民 館 前  
商 業 団 地  
蒲 生 館 前  
野 沢 駅 前 

西

会

津

〜

会

津

若

松

線

 

 
鶴ヶ城・合同庁舎前 
神 明 通 り  
若 松 駅 前 
北　柳　原 
会津アピオ入口 
西会津インター前 
津川インター前 
三　　　　川 
安田インター前 
川　　　　口  
新 潟 駅 前 
万代シティーバスセンター 

 
7：35 
7：38 
7：45 
7：47 
7：51 
8：18 
8：42 
8：49 
9：01 
9：13 
9：36 
9：39

 
10：35 
10：38 
10：45 
10：47 
10：51 
11：18 
11：42 
11：49 
12：01 
12：13 
12：36 
12：39

 
7：10 
7：15 
7：38 
7：50 
8：02 
8：09 
8：33 
9：00 
9：04 
9：06 
9：11 
9：16

 
10：40 
10：45 
11：08 
11：20 
11：32 
11：39 
12：03 
12：30 
12：34 
12：36 
12：41 
12：46

 
14：10 
14：15 
14：38 
14：50 
15：02 
15：09 
15：33 
16：00 
16：04 
16：06 
16：11 
16：16

 
17：40 
17：45 
18：08 
18：20 
18：32 
18：39 
19：03 
19：30 
19：34 
19：36 
19：41 
19：46

新　潟　方　面 会津若松方面   
万代シティーバスセンター 
新 潟 駅 前 
川　　　　口 
安田インター前 
三　　　　川 
津川インター前 
西会津インター前 
会津アピオ入口 
北　柳　原 
若 松 駅 前  
神 明 通 り 
鶴ヶ城・合同庁舎前 

 
14：35 
14：38 
14：45 
14：47 
14：51 
15：18 
15：42 
15：49 
16：01 
16：13 
16：36 
16：39

 
17：35 
17：38 
17：45 
17：47 
17：51 
18：18 
18：42 
18：49 
19：01 
19：13 
19：36 
19：39

会

津

若

松
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５
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　町では、乳幼児の健やかな成長を願い、就学前ま 
での医療費を助成しています。 
　既に、国民健康保健加入者については、県内の全 
ての医療機関で保険診療分が無料となっています。 
　社会保険加入者についても、４月１日から、町内 
医療機関に限り、保険診療分が無料となりました。 
 
　【注意点】 
　■「乳幼児医療費受給資格者証」の提示 
　　　必ず医療機関の窓口で「乳幼児医療費受給 
　　資格者証」を提示してください。 
　■受給者証の未提示や町外の医療機関で受診し 
　　た場合 
　　　今までどおり、医療機関に医療費を支払い、 
　　町に申請することで支払分が助成されます。 
 
　　なお、詳しくは問い合わせ先まで。 
 
　【問い合わせ先】 
　　　　　町民生活課　　４５－２２１５ 

社会保険に加入しているみなさんへ 

（月） 

（木） 

29
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田　崎　トミヰ（75）　剛　　　妻　　５町内 

渡　部　新　平（76）国　雄　　父　　安　座 

佐　藤　　　豊（90）勝　司　　父　　白　坂 

高　橋　イチノ（80）隆　夫　　母　　滑　沢 

小　林　タケ子（82）十右エ門　　妻　　山　浦 

矢　部　　　孝（67）彌　生　　夫　　松　峯 

◆日時　４月 7日（水） 
　　　　　　27日（火） 
　　　　午前９時～ 
 
◆場所　老人憩の家 
 
◆電話　４５－４２５９ 

4月の納税等 
○水道料金・下水道料金 
○インターネット使用料 

4月12日（月） 納期限 

4月30日（金） 納期限 

○固定資産税第１期 
○軽 自 動 車 税 

人　口　　９，０５４人　　　－１０人 
　男　　　４，４０６人　　　－　３人 
　女　　　４，６４８人　　　－　７人 
世　帯　　２，９８９世帯　　－　１世帯 

〈前月比〉 

喜 多 方 市‥ 
（０２４１） 
会津若松市‥ 
（０２４２） 
 
 
喜 多 方 市‥ 
（０２４１） 
会津若松市‥ 
（０２４２） 
 
 
喜 多 方 市‥ 
（０２４１） 
会津若松市‥ 
（０２４２） 
 
 
喜 多 方 市‥ 
（０２４１） 
会津若松市‥ 
（０２４２） 

河　東　町 
会津若松市 
 
喜 多 方 市 
会津若松市 
 
塩　川　町 
会津若松市 
 
会津坂下町 
会津若松市 

河　東　歯　科 
遠藤（秀）歯科 
 
佐　藤　歯　科 
遠藤光雄歯科 
 
松　崎　歯　科 
大　竹　歯　科 
 
玉　木　歯　科 
おおほり歯科 

（０２４２）７５－４８９９ 
（０２４２）２６－８２１０ 
 
（０２４１）２２－０３４４ 
（０２４２）２４－２７９９ 
 
（０２４１）２７－４８０２ 
（０２４２）２２－３８３５ 
 
（０２４２）８３－４８１８ 
（０２４２）２５－１１１０ 

２４－５０２１ 
２２－００３４ 
２５－４８７６ 
３２－３３３０ 
２２－０２８９ 
 
２２－５３２１ 
２２－３１３５ 
３３－１０２４ 
２４－０５０６ 
２８－９１１９ 
 
２２－２１８１ 
２４－４１８７ 
２６－２８２０ 
２７－４６０１ 
２７－０８５８ 
 
２２－０４１４ 
２３－００２３ 
２２－７１８０ 
２７－７６８６ 
２４－６５１１ 

4月11日 

18日 

25日 

29日 

4月11日 

18日 

《会津管内》 

《喜多方・会津若松管内》 

〈敬称略〉 

有　　隣　　病　　院 
手　代　木　医　院 
増　戸　内　科　医　院 
いいづかファミリークリニック 
志　　波　　医　　院 
 
佐　　原　　病　　院 
ひ　ら　の　医　院 
そね内科クリニック 
わたなべクリニック 
山 口 皮 ふ 科 医 院 
 
県 立 喜 多 方 病 院 
福田耳鼻咽喉科医院 
佐藤内科循環器科医院 
いとう子どもクリニック 
石　田　眼　科　医　院 
 
小　　野　　病　　院 
藤　　井　　医　　院 
長谷川内科消化器科医院 
森 田 小 児 科 医 院 
蛯 谷 整形外科医院 

橋谷田　雅　行　　正和・由美子　１町内 
 
佐　藤　　　良　　実・瑞穂　　　上野尻 

まさ ゆき 

りょう 

25日 

29日 

重点１　自転車の安全利用の推進 

★自転車も基本的に車と同じ交通 
　ルールを守る義務があります。 
★特に一時停止標識のある 
　ところでは、必ず止まっ 
　て安全確認をしましょう。 

重点２　シートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底 

★運転席、助手席はもち 
　ろん、後部座席でもシ 
　ートベルトの着用を徹 
　底しましょう。 
★子どもにはチャイルド 
　シートを正しく着用さ 
　せましょう。 

　これからの時季、空気が乾 
燥し、火災が発生しやすくな 
ります。 
　特に春先は林野火災が多く 
発生していますので、野焼き 
やタバコの投げ捨ては絶対に 
しないようお願いします。 
　火災は、１人ひとりの注意 
で防げることから、火の取扱 
いには十分気をつけましょう。 


